～サポートファイルの記入にあたって（保護者の方へ）～

１　サポートファイルの構成
　このサポートファイルは次のような構成になっています。
	ファイル名
	ファイルの内容

	①
	前文
	作成目的、取扱説明、個人情報保護等

	②
	フェイスファイル
	緊急性の高い情報、支援の際の基本情報等

	③
	各期
ファイル
	乳幼児期/学齢期/

青年成人期
	生活シート（要約版）、その他各種シート


２　サポートファイルは、場所や状況、支援の目的に応じて使えるよう、目的ごとのシートを用意しています。必要なシートを選んで提示することで、支援に必要な情報を効率的に情報提供することができます。
３　保護者の方はサポートファイルを使ってみようと思ったときから、気負わずに書き始めてください。（サポートファイルの使用は義務ではありません。）
　　負担が大きいと感じられたら、まずは、フェイスファイルと各期ファイルの生活シート（要約版）を作成してみてください。
４　サポートファイルの様式、記入欄は必要と思われる事項を想定し作成しておりますが、保護者の方が必要と感じる箇所だけ記入されても結構です。
５　フェイスファイルは、本人にとって大切な内容を記載するようになっていますので、これを記入することで支援者に必要な情報を提供することができます。分からないことについては支援者に協力してもらいながら書いてください。
６　成長とともに記入した内容を書き加えたり、書き直したりすることが必要となりますが、その時には関係機関の担当者などと一緒に本人の現状を確かめながら書いてください。
（1） 乳幼児期・学齢期の場合 … 例えば、年度初めに療育の支援者や担任の先生と。
（2） 成人の場合…障害福祉サービスの更新時や障害程度区分の聞取り調査時などに障害福祉担当の方と。必要に応じて障害福祉サービス事業所の担当の方などと。
７　足りないページがあれば追加したり、余白を活用したり、写真やカードを差し込んだり、また、様式のほかにも支援に必要な情報（個別支援計画、個別の教育支援計画など）を差し込むなど、自分にあった使い方をしてみましょう。
８　古いページも捨てずに取っておきましょう。後で貴重な成長の記録となりますので、大切に保存しておきましょう。
９　様式はインターネット経由でパソコンからダウンロードが可能ですし、画面上で直接様式に書き込んで印刷することも可能です。
10　記入に当たっては、「××できません」とするより「××できませんが○○はできます」という書き方をしてもらうほうが支援者は助かります。
